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　青少年の健全育成に役立ててほしいと、中村建
設株式会社から、100 万円が市に寄付されまし
た。昭和 63 年から毎年寄付を受けており、今回
で総額 4600 万円になりました。
　この寄付金は、青少年健全育成基金として積み
立てられ、青少年の健全育成に貢献している団体
と個人を顕彰。これまでに 93 団体、８個人が表
彰されています。
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青少年が健全に過ごせるまちに

寄付金を手渡す中村浩巳・中村建設代表取締役（左）

市役所

Camera à la carte　　－カメラあらかると・まちのできごとー
ま ち の 出 来 事
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　「歌で学ぼう山田方谷」（方谷さんを広める会主
催）が開かれ、約 90 人が方谷をイメージした２
曲の歌を練習しました。
　岡山市のボイストレーナー・松原徹さんが指
導。藩政改革に懸けた方谷の情熱を表現した、 
フォークソング調の「至誠惻怛 わが一天」と、
幼少期の書をテーマにした「つる」を心を込めて
歌いました。

1/17
楽しみながら方谷さんを学ぼう

松原さんの指導で歌う参加者

総合文化会館

　「第 28 回体力つくりなりわ神楽マラソン」（同
実行委員会主催）が開かれ、町並みコース（３㌔）、
神楽コース（５㌔）、ふれあいコース（1.4㌔）の３
コース 10 部門に 306 人が参加しました。
　神楽のオブジェが並ぶ町並みや成羽川沿いのコ
ースを春の風を感じながら、気持よく元気に疾走
しました。
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春の気配を感じながら

ゲストランナー興譲館高校の選手が励ます

沿道の声援を受け一緒にゴール

成羽文化センター周辺

神楽のオブジェも手を振って応援

 3/1 ～ 7
みんなで協力し安全な町に

表示証を贈られた事業所の皆さん（前列）

パネルシアターを真剣に見る園児たち

消防本部

　春の全国火災予防
運動が始まる１日、
消防団員による防火
パレードを実施。12
分団から集まった約
40 人が、市街地や担
当地域で火災への注
意を呼びかけました。
　同日、就業中の消防団活動などに協力している
事業所 10 社に表示証を交付しました。今後も市
内事業所に、より一層の理解と協力を求めていき
ます。表示証を交付した事業所は、㈱山室建設、
㈱勇成建設、イーグル工業㈱岡山事業場、岡山イ
ーグル㈱、三京㈱、㈱三美産業、住友電工焼結合
金㈱、瀬戸内部品㈱備中工場、武田鋳造㈱高梁工
場、中村建設㈱の 10 社。
　６日には、市内の保育園と幼稚園で、女性消防
団員によるパネルシアターを上演。園児たちに火
事の怖さを伝え、火災予防を呼びかけました。

　備中松山城と吹屋ふるさと村の写真を貼ったバ
スやトラックが県外を走り、高梁市の観光を PR
します。津野辺運輸が運行する家畜運搬用の４㌧
トラックの後部には、雲海に浮かぶ備中松山城の
写真でラッピングしています。サイズは縦 70㌢、
横 210㌢。同社の所有するトラックに順次、採
用していく予定です。

備中松山城と吹屋ふるさと村を
県外にアピール

備中松山城をラッピングした津野辺運輸のトラック

備中松山城天守を大きくPRする大型バス

　備北バスは、大阪の梅田までを往復する高速バ
ス２台に、備中松山城と吹屋ふるさと村を各１台
ずつ、ラッピングしました。車体の横側後部の両
面（サイズ・縦 169.5㌢、横 284㌢）と後部（サイ
ズ・縦 192㌢、横 208㌢）で PR。大阪市内中心
部などで、高梁市の知名度アップを図ります。


